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書 家 

 

経経経経    歴歴歴歴 

生：昭和６年（１９３１年）４月１１日、福山市生まれ 

没：令和元年 6 月１６日 肺炎のため死去（享年８８才） 

昭和１０年（１９３５年） ４歳 ４歳の頃から義兄武田華岳に書の手ほどきを受ける 

昭和１９年（１９４４年） １２歳 広島県立福山誠之館中学校に入学 

昭和２４年（１９４９年） １７歳 学区制施行により広島県福山南高等学校（現広島県立福山葦陽

高等学校）３年へ転入学 

昭和２５年（１９５０年） １８歳 広島県福山南高等学校卒業 

昭和２５年（１９５０年） １８歳 宇野雪村先生に師事 

昭和２９年（１９５４年） ２２歳 第６回広島県美展に入賞（福山市教育委員会賞） 

昭和３０年（１９５５年） ２３歳 第６回広島県美展に入賞（広島県教育委員会賞）、以後依頼作

家となる 

昭和３１年（１９５６年） ２４歳 奎星会展奎星会賞３回を経て、奎星会同人審査員になる。第１

回奎星展奨励賞“作品賞” 

昭和３７年（１９６２年） ３０歳 第１４回毎日書道展において、毎日大賞を受賞 

昭和３９年（１９６４年） ３２歳 毎日書道展審査会員となる 

昭和４０年（１９６５年） ３３歳 第１７回広島県美展審査員（以後運営審議委員、審査員を歴任） 

昭和４１年（１９６６年） ３４歳 第１８回毎日書道展（第９回毎日前衛書展）審査員となる（以後、

審査員を歴任） 

昭和４９年（１９７４年） ４２歳 日本書道家訪中参観団の一員として、中華人民共和国を訪問 

広州、洛陽、西安、北京、上海などの各都市を、２３日間にわたっ

て訪れる 

昭和５０年（１９７５年） ４３歳 「日本代表書家ブラジル展」に出品 

昭和５０年（１９７５年） ４３歳 日本代表書家訪伯親善使節団の一員として、ブラジル訪問、そ

の後アルゼンチン、パラグァイ等南米諸国およびアメリカ合衆国

の各都市を親善訪問して帰国 

昭和５０年（１９７５年）１０月 ４４歳 月刊書道誌「書玄」を発刊 



昭和５１年（１９７６年） ４４歳 現代日本書道展、現代書三十人展、今日の書展（いずれも東

京）に代表出品 

昭和５２年（１９７７年） ４５歳 宇野雪村先生に随行して中華人民共和国を訪問、広州・上海・

北京などの文房探訪 

昭和５２年（１９７７年） ４５歳 第２９回毎日書道展の実行委員、大賞選考委員に就任（以後、

運営委員、会員賞選考委員を歴任） 

昭和５３年（１９７８年） ４６歳 玄美訪中団の一員として中華人民共和国を訪問 

昭和５３年（１９７８年） ４６歳 第２７回奎星展の審査部長をつとめる（以後、監査部長、審査部

長を歴任） 

昭和５３年（１９７８年） ４６歳 パリ芸術祭参加「日本の書の美展」に代表出品、日本代表書家フ

ランス親善使節団の一員としてパリ訪問、のちスウェーデン、デン

マークなどの北欧を訪問、さらにドイツ、イギリスなどヨーロッパ各

国を訪問して帰国 

昭和５４年（１９７４年） ４７歳 第３１回毎日書道展の国内展副部長、ならびに広島展運営委員

長をつとめる（以後、中国展実行委員長を歴任） 

昭和５６年（１９８１年） ４９歳 毎日現代書三十人展（東京・日本橋・東急百貨店）に代表出品 

昭和５８年（１９８３年） ５０歳 毎日現代書百人展（東京・日本橋・東急百貨店）に代表出品 

昭和５８年（１９８３年） ５０歳 「慶祝日本宇野雪村書法展」書道友好訪中団Ｇ団の団長として

中華人民共和国を訪問 

昭和５９年（１９８４年） ５１歳 劉炳森氏（中国書法家協会常務理事、現在副主席）と、日中友

好書道芸術二人展開催（天満屋福山店） 

昭和６０年（１９８５年） ５２歳 毎日現代書道展福山展開催（天満屋福山店） 

昭和６２年（１９８７年） ５５歳 宇野雪村、啓功巨匠書法展慶祝訪中団Ｋ団の団長として、中華

人民共和国を訪問 

昭和６２年（１９８７年） ５５歳 （財）毎日書道会の評議員 

昭和６３年（１９８８年） ５６歳 代表作家による毎日現代書展に出品（東京・日本橋・東急百貨店） 

昭和６３年（１９８８年） ５６歳 第４０回記念毎日書道展海外展中国展（北京・上海展）ヨーロッパ

展に出品、毎日書道展功労者表彰 

平成２年（１９９０年） ５８歳 第１回一華会展をふくやま美術館で開催（以後毎年開催） 

平成３年（１９９１年） ５９歳 大楽華雪書道芸術展を中国四川省展覧館で開催、終了後、楽

山、重慶市など四川省主要都市を巡回展示、全日程終了後、全

作品（６０点）は四川省美術館に収蔵、中国・四川省書法家協会

の名誉理事に推される 

平成３年（１９９１年） ５９歳 福山市文化賞 

平成４年（１９９２年） ６０歳 天満屋福山店において書業四十年「大楽華雪の世界」展開催 

平成５年（１９９３年） ６１歳 第４５回記念毎日書道展功労者表彰 



平成５年（１９９３年） ６１歳 毎日現代書道展・広島岡山代表作品展開催〕 

平成６年（１９９４年） ６２歳 第５１回中国文化賞 

平成７年（１９９５年）３月 ６３歳 沖縄県那覇市において講演「二十一世紀の書」 

平成７年（１９９５年）７月 ６４歳 第４７回毎日書道展中国展において講演「二十一世紀の書」 

平成８年（１９９６年）３月 ６４歳 奎星会副会長 

平成８年（１９９６年） ６５歳 （財）毎日書道会評議員（再任） 

平成９年（１９９７年） ６５歳 奎星会代表作家展（書の確認･無限）に代表出品（東京・セントラ

ル美術館） 

平成１０年（１９９８年）４月 ６７歳 第５０回記念毎日書道展海外展（北京展・パリ展・ストックホルム

展）に代表出品、訪中・北京において、日本代表書家の一員とし

て揮毫 

平成１０年（１９９８年） ６７歳 ストックホルム展後期展副団長として諸行事参加、北欧３か国とイ

ギリスを訪れる 

平成１０年（１９９８年） ６７歳 第５０回記念毎日書道展中国展の実行委員長を務める、中国展

の記念誌発行、功労賞表彰 

平成１１年（１９９９年） ６７歳 第５１回毎日書道展の陳列部長を務める 

平成１１年（１９９９年） ６７歳 四体千字文を太陽新聞に１２５回にわたって解説を加えて連載、

ふくやま美術館において「書に親しむ展」と題して開催 

平成１２年（２０００年） ６８歳 書業五十年「大楽華雪の世界」展を天満屋福山店において開催 

平成１３年（２００１年） ６９歳 第５３回毎日書道展の審査副部長、平成１３年度毎日書道顕彰

（芸術部門） 

平成１３年（２００１年） ６９歳 東京・銀座の鳩居堂画廊における書壇巨匠展（書道新聞社主

催）に代表出品（以後毎年） 

平成１３年（２００１年） ６９歳 広島県立福山葦陽高等学校同窓会において『書業五十年、書と

ともに生きる我が人生』と題して記念講演 

平成１４年（２００２年） ７０歳 第５４回毎日書道展の運営委員ならびに会員賞選考委員 

平成１４年（２００２年） ７０歳 続『書に親しむ』と題して太陽新聞に５０回にわたって連載、終了

後、天満屋福山店において続『書に親しむ展』を開催、併せて５０

点収録した続『書に親しむ』を出版 

平成１５年（２００３年） ７１歳 第５５回毎日書道展の審査副部長ならびに第５５回記念毎日現

代書巡回展（広島・岡山展）の実行委員長をつとめる 

平成１５年（２００３年） ７１歳 第５５回記念毎日書道展功労者表彰 

 ～令和元年 － （財）毎日書道会評議員 

毎日書道展審査会員 

奎星会副会長 

玄美社社人 



中国四川省書法家協会名誉理事 

全日本書道連盟評議員 

日本書道文化協会会長 

広島県美展運営審議委員 

（財）ふくやま芸術文化振興財団推進委員 

福山市美展審査員 

広島県勤労者美術展審査員 

月刊書道誌「書玄」主幹 

広島県日中友好協会副会長 

福山女子短期大学非常勤講師 

一華会会長 

個展 － ふくやま美術館、天満屋福山店、沖縄三越、中国・四川省展覧館

などで２７回開く 

外遊 － ２４回（訪中１８回、訪米、訪伯１回、訪欧２回、訪台１回、訪韓１回） 
 

 

生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績 

高校卒業後、小学校教員として初等教育に携わり、職業としての教職に専心する傍ら、幼少

時から習得した書道に、並々ならぬ力を注いだ。 

 

よき師の導きや家族の十分な理解と協力があり、また何よりも本人のひたむきな努力精進があ

ったればこそ、様々な困難も乗り越えて、今日までのすばらしい業績や高い地歩が、確立され

たものと思う。 

 

１９歳で我が国前衛書の第一人者宇野雪村先生に師事、昭和３７年（１９６２年）３１歳の若さで

書道界の最高峰「毎日大賞」を受賞、このときの受賞年齢最年少記録は、現在まで破られて

いない。その後、毎日書道展審査委員、県美展審査員などとして、県内はもとより全国的レベ

ルで書道会をリードする傍ら、中国、アメリカ、西ドイツ、ブラジル、フランス他での書道展開催

をはじめ、世界１１か国を親善訪問し、書道を通じて国際文化交流に果たした役割は大きい。 

 

現在、（財）毎日書道会評議員として我が国の書道界の発展に尽力し、現代書、特に前衛書

作品における表現の多様性と格調の高さには、定評がある。   石井和佳（昭和２５年卒） 

 

 

 



作品収蔵 

国  内 国  外 

佐久市立近代美術館 広島県立美術館 

ふくやま美術館 安芸市立書道美術館 

福山地区消防局新庁舎 福山市庁 

ふくやま芸術文化ホール 

（リーデンローズ） 
  ほか 

 

中国（四川省美術館） 
 

アメリカの美術館 
 

オーストラリアの美術館 
 

カナダの美術館  ほか 
 

 

 

誠之館所蔵品誠之館所蔵品誠之館所蔵品誠之館所蔵品 

管理管理管理管理№№№№ 氏氏氏氏        名名名名 名名名名        称称称称 制作／発行制作／発行制作／発行制作／発行 年年年年 コメントコメントコメントコメント 

０３７２３ 大楽華雪 書 前衛「蕭閒」 － － － 

０４３１６ 大楽華雪 書 前衛「誠」 － 平成１６年 大楽華雪氏寄贈 

０４８７６ 大楽華雪 書 盾「喜寿」 二五会 平成１９年 二五会寄贈 

０４９０１ 大楽華雪 書 前衛 「篤」 － 平成２０年 大楽華雪氏寄贈 

０５４２８ 大楽華雪 書 詩文「雨ニモマケズ」  － 平成２１年 大楽華雪氏寄贈 

０６５１３ 大楽華雪 書 書「邂逅」 － 平成２２年 大楽華雪氏寄贈 

０６８１４ 大楽華雪 著 『書業六十年大楽華雪の世界 日本展』 一華会 平成２４年 大楽華雪氏寄贈 

０６８１５ 大楽華雪 著 
『書業六十年大楽華雪の世界 中国

展 （含〈中国展〉の記録）』 
一華会 平成２４年 大楽華雪氏寄贈 

０６８２９ 一華会 著 『書業六十年大楽華雪の世界』 一華会 平成２４年 一華会寄贈 

０６８３０ 一華会 著 
『書業六十年大楽華雪の世界 〈中

国展〉の記録 2012.3.23～2012.4.1』 
一華会 平成２４年 大楽華雪氏寄贈 

０６８８９ 一華会 著 
DVD「書業六十年大楽華雪の世界 

２０１２年６月 神石高原町」 
一華会 平成２４年 一華会寄贈 

０６９０２ 
一華会展実

行委員会 編 
『第２５回記念 一華会展』 一華会 平成２５年 一華会寄贈 

０６９０３ 千葉幽篁 編 『今月のこよみ』 大楽華雪 平成２５年 一華会寄贈 

０７１５６ 一華会 編 『続続 書を楽しむ「野の花」』 大楽華雪 平成２６年 一華会寄贈 

２００４年１１月１９日更新：所蔵品を追加●２００４年１２月１日更新：所蔵品を更新●２００５年１月６日更新●２００５年５月２

６日更新：経歴●２００６年５月２４日更新：タイトル・連絡先（削除）●２００６年６月１３日更新：経歴・所蔵品●２００８年４月２

５日更新：経歴●２００８年６月２３日更新：誠之館所蔵品●２００８年１２月１２日更新：氏名・経歴・誠之館所蔵品●２００９

年８月２６日更新：誠之館所蔵品●２０１０年７月１６日更新：誠之館所蔵品●２０１３年１０月１７日更新：誠之館所蔵品●２

０１４年３月１８日更新：誠之館所蔵品●２０１４年８月２１日更新：誠之館所蔵品●２０１４年１２月９日更新：誠之館所蔵品

●２０１４年１２月１０日更新：誠之館所蔵品●２０１５年８月４日更新：誠之館所蔵品●２０１５年１２月２日更新：レイアウト● 


